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平成22年

62 億の 決算認定
　一般会計 1 億 22 万円の追加補正 

　　はじめての 議会報告会
　　　７議員 が町政を問う

円 陣 を く ん で  …
（全九州中学校軟式野球大会）
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収入額 66 億 258 万円

　平成２２年度は３億７，２８４万円の繰越金がありましたが、２１年度
の未払い金が１億３５９万円あり、実質の繰越金は２億６，９２５万円で
した。また歳入の６６億２５８万円の中には前年度からの実質繰越金が
２億６，７９３万円ありました。よって単年度収支は１３１万円の黒字でした。

実質　２億６，９２５万円

繰越金　３億７，２８４万円

平成 21年度の
未払い金

１億３５９万円

しかし前年度からの実質繰越金
２億６，７９３万円でした。

１３１万円
の黒字

繰越金 ３億７，２８４万円の中身は

地方交付税
41.41％（2,734,324）

交通安全対策特別交付金
0.03％（1,848）

分担金及び負担金
1.83％（120,582）

使用料及び手数料
1.47％（97,364）

国庫支出金
13.41％（885,139）

県支出金
10.28％（678,965）

財産収入
1.36％

（89,679）

寄附金
0.01％（860）

繰入金 0.71％
（47,175）

繰越金
4.56％（301,089） 諸収入

0.89％
（58,539）

町債
8.36％

（552,077）
町税

12.3％
（811,826）

地方譲与税
1.25％（82,268）

利子割交付金
0.05％（3,148）

配当割交付金
0.01％（740）

株式等譲渡所得割
交付金
0.00％（318）
地方消費税交付金 
1.54％（101,795）

自動車取得税
交付金
0.26％（17,346）

地方特例交付金
0.27％（17,502）
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年
度

　

平
成
22
年
度
第
８
回
定
例
会
は
、
９
月
９
日
か
ら
17
日
ま
で
の
９
日
間
開
催
さ
れ
、
報
告
２
件
、
議
案
審
議
５
件
、

補
正
予
算
５
件
、
平
成
22
年
度
決
算
認
定
８
件
、
同
意
１
件
が
提
案
さ
れ
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、
原
案
ど
お
り
賛

成
多
数
で
可
決
、
認
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
質
問
に
は
７
名
が
登
壇
し
、
町
長
の
考
え
を
質
し
ま
し
た
。

（単位：千円）
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平成21年度の主な事業

教
育
委
員
選
任

【再 任】

河村　勝氏
久米

　

同
氏
が
平
成
22
年
11
月
10
日
を

も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
た
め
再

任
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
15
年
よ
り
教
育
委
員
会
委

員
と
な
り
今
回
で
３
期
目
と
な
り

ま
す
。

支出額 62 億 2,974 万円

林道湯原線竣工

簡易宿泊施設
ブルートレインたらぎ
「はやぶさ」の客車３両

事業費 54,707 千円
（15,392 千円 翌年へ繰越し）

総延長 802m（内 420m）
事業費 75,170 千円

平成２１年度

一  般  会  計

総務費 15.37％
（957,406）

民生費  24.65％
（1,535,462）

衛生費  12.14％
（756,302）

労働費  0.94％
（58,799）

農林水産業費
11.12％

（692,670）

商工費  1.41％
（87,603）

土木費  6.83％
（425,404）

消防費
3.20％

（199,160）

教育費  7.58％
（471,965）

災害復旧費  
0.37％

（23,175）
公債費  14.94％

（930,499）

議会費  1.47％ （91,296）

（単位：千円）
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１．一般行政
　◦まちづくり推進事業（７３８千円）
　　平成２２年２月２日に北海道南幌町と姉妹町を締結
　◦予約制乗合タクシー事業（４，３４９千円）
　　平成２１年１０月１日より、町営バスから運行体制を移行し、

多良木町タクシー組合に委託し運行を開始した。
　◦多良木町出生祝い金交付事業（３，７３０千円）
　　平成２１年度より第１子出産時から出生祝い金を支給開始した。
２．消防、防犯行政
　◦消防、防災（７４，２９２千円）
　　防災、防火活動と共に、団員の意識高揚に努め、町内各世帯に１個ずつ火災報知器を無償配付した。
３．産業行政
　◦産業振興資金貸付事業（１１件　２４，６６７千円）
　　生産性及び経営向上をめざし、繁殖牛振興資金、肉用牛振興資金、農業振興活性化支援資金を実施した。
　◦地域特産物産地づくり支援事業（７，７１０千円）
　　葉タバコ振興については高齢化対策として、機械購入の補助を行い生産振興に努めている。
　◦優良和牛導入奨励事業（１１，２０２千円）
　　町内繁殖農家が上場した子牛を、町内肥育農家が購入する場合に補助を行った。
４．土木事業
　◦鬼山、小田団地に４棟４戸の子育て支援住宅を建設した。
５．教育行政
　◦平成１８年度から実施していた国指定重要文化財「太田家住宅」が６月２８日に竣工した。
６．衛生、福祉事業
　◦健康教育、健康相談等で延べ人数約２万５千人。
　　乳幼児医療扶助として利用者数約２万２百人の実績でした。（35,880 千円）

会　　計　　名 歳　入　総　額 歳　出　総　額

国 民 健 康 保 険 14億 8,930 万円 13億 8,026 万円

老 人 保 健 288万円 204 万円

久 米 財 産 区 3,387 万円 3,278 万円

下 水 道 事 業 5億 4,541 万円 5億 2,823 万円

介 護 保 険 12億 3,786 万円 11億 6,530 万円

後 期 高 齢 者 医 療 1億 1,267 万円 1億 831 万円

区　　　　分 収　　　　入 支　　　　出

収益的収入及び支出 1億 7,664 万円 1億 5,288 万円

資本的収入及び支出 400万円 8,648 万円

特別会計
決　算

上水道
事業会計
決　算

平成２1 年度　主 要 施 策 成 果
（町の資料より一部抜粋）

区　分 件　名　　　要　旨 提　　出　　者 付託委員会 結　果

要　望 多良木町に火葬場を残すよう
多良木５−２老人会有志

代表者　田中敬三　他２名
全委員会 継　続

（端数切り捨て）

み な さ ん か ら の 陳 情 ・ 要 望
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　平成２１年度多良木町一般会計及び特別会計の歳入歳出決算額は違法な点は見受けられず、
関係諸帳票、証拠書類等は収支決算書と照合の結果、合致しており、決算計数は正確で、予算
執行状況及び事務処理は概ね適正であると認めた。
　また、実質収支に関する調書及び財産に関する調書の計数は正確で、収入支出等の事務は関
係法令に適合しており、財産管理については適正に行われていることを認めた。
　 平 成 ２ １ 年 度 一 般 会 計 決 算 額 は 歳 入 総 額 ６，６ ０ ２，５ ８ ４ 千 円、 歳 出 総 額
６，２２９，７４１千円で差し引き３７２，８４３千円となり、翌年度へ繰り越すべき財源（翌
年度で支出する財源）１０３，５９０千円を差し引くと実質収支は２６９，２５３千円である。
実質収支から前年度の実質収支２６７，９３８千円を差し引くと単年度収支は１，３１５千円
となる。単年度収支に財政調整基金積立金２７，０８２千円、繰上げ償還金３４，４３７千円
をプラス要素とし、マイナス要素の積立金取り崩しは行っていないため、実質単年度収支は
６２，８３４千円となっている。
　本町の借金に当たる一般会計地方債は５５２，０７７千円の借入れで元金償還金は
８１１，９３３千円であった。年度末地方債残高は６，２２９，９７６千円になり、人口１人当
たり５６８，５８４円で前年度同期と比較すると１６，１３８円減少している。なお貯金を意味
する積立金（基金）は平成２２年５月３１日現在高２，１９６，７１７千円（産業振興基金・奨
学基金等及び特別会計分は除く）で前年度同期より７，９００千円減少している。

監査委員決算審査意見書から

平成２２年度

補 正 予 算
平成２２年度

補 正 予 算

一般会計
１億 22万円追加　総額　58億 1,204万円

《主なもの》
  緑の産業再生プロジェクト促進事業補助

  公民分館整備事業補助

  多良木小学校各種備品

  障害者福祉（生活支援・介護・訓練等給付金）

  単県道路改良事業・負担金（３ケ所）

  わいわい子育てひろば設置改修工事

  分収林地解約報償費

  大久保地区換地受託事業委託料

  柿川地区用水施設整備工事

・ 3,417万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・ 270万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・ 966万円

・ 887万円

・・・・・・・ 649万円

・・・・・・ 500万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 185万円

・・・・・・・・・・ 184万円

・・・・・・・・・・・・・ 155万円

国民健康保険
537 万円追加　総額　14億 1,102 万円

久米財産区
２５４万円追加　総額　１，１７４万円

間伐等森林整備促進対策事業県補助金・ 350万円

上水道補正
町道第２産業道路・県道中河間多良木線改良に伴う移設

・・・・・・ 2,700万円

介護保険
1,708万円追加　総額　15 億 4,373万円

償還金

一般会計操出金

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1,282万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 426万円
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平成２２年　６回　７月５日
１　多良木町地域新エネルギービジョン策定委員会設置条例を定めることについて
　⑴　木質バイオマスエネルギー導入に関する事項
　⑵　その他、多良木町地域新エネルギービジョンに関して必要な事項

２　多良木町国民健康保険税条例の一部を改正する条例を定めることについて
　⑴　多良木町国民健康保険税率の一部を改正する事項

３　平成２２年度、多良木町一般会計補正予算（第２号）
　⑴　多良木町地域エネルギービジョン策定委員会委員報酬　他
　　　補正額　４，６９３，０００円

４　平成２２年度、多良木町国民保険特別会計補正予算（第１号）
　⑴　後期高齢者支援金　老人保健医療費拠出金　他
　　　補正額　１，４２８，０００円

平成２２年　７回　８月３日
１　平成２１年度、携帯電話伝送路整備工事請負契約の締結について
　⑴　契約の総額　８０，８５０，０００円（内消費税３，８５０，０００円）
　⑵　契約の相手方　日本コムシス株式会社　熊本営業所

２　平成２２年度、多良木町一般会計補正予算（第３号）
　⑴　口蹄疫対策補助、非常備消防費　他
　　　補正額　３，３４４，０００円

　３者の懇談会が８月２７日午後３時より開催された。区長より提出された質問事項によると議会が答

える項目はふたつだった。

　ひとつが議会に対する陳情についての回答を求めたものであり、ふたつめが議会が取り組んでいる重

点事項は何かということであった。

議員定数と報酬についての陳情と、議会の取り組み

についての質問には議会を代表して議長が回答を

行った。

　定数は次の改選時より１６人を１４人に２名減と

いうこと、報酬については定例議会の費用弁償につ

いては廃止という結論になったことを報告した。ま

た議会の取り組みについては、町民との議会報告会

の開催 (10月15日)、婚活活動 ( 赤い糸プロジェク

ト )、ボランティア活動への取り組みなどを具体的

に説明をした。　　　　　　　　　　　　　（福島）

町執行部・議会・区長会懇談会

携帯電話伝送路（柿川基地局）

膝を交えての懇談会
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全員協議会報告全員協議会報告
 ６月１４日と２５日・７月５日・８月３日と２４日そして９月１４日の
６回にわたり全員協議会を行った。
　協議会の内容は、議会報告会・婚活活動・姉妹町交流事業・多良木火
葬場の存続についての問題など、継続の案件を中心に多岐にわたり協議
した。

婚活活動　この組織は「赤い糸プロジェクト」と命名され、議会から５名を選出し、
町内の各種団体と協議を重ね、独身者の出会い・交流を企画構成していくことに
した。

姉妹町交流事業　７月３０日から８月２日までの日程で、北海道南幌町の小学６
年生１０名が「児童交流学習事業」として来町した。３０日、歓迎レセプション
を石倉で行い、今後は町の各種団体の皆様にも行ってもらえるような取り組みな
ど、人的、物的な交流が盛んになることの促進をはかっていくこととした。

火葬場の存続　９月９日、多良木５区−２の老人会有志一同から町に対して「多
良木町に火葬場を残す要望」が提出された。
　全委員会に付託をし、慎重を期するため継続審議という結論になった。

ボランティア活動　議会改革のひ
とつの取り組みとして、ボランティ
ア活動を推進することとした。直
近の活動としては花火大会の後か
たづけ、球磨川堤防の清掃などに
積極参加をした。

議 会 報 告 会
　10 月 15 日多目的研修センターにおいて第１回「議会報告会」を開催した。

　民主的な「まちづくりの実現」のため、町民の皆様に町政の情報を提供し、共通認識と行政

への関心を持っていただき「町民の声」を聞く場としました。

　まず議会の役割の説明と３つの常任委員会の活動報

告をし、その後意見交換会を行いました。

　厳しい財政状況の中で、財政効率を高め官民協力・

住民参加のまちづくりを目指し「元気ある議会」活動

に役立てることを目的とし、今後も積極的に開催して

いくことを約束し会を閉じました。　　　　　　（林田）

はじ
めて
の

報告会の様子

協議する議員たち
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１　坂口　幸法　議員（８ページ）
　①　県立高校の再編整備計画について
　②　行政改革について
　③　農林業の活性化及びブランド化について
２　坂本　一郎　議員 ( ８ページ )
　①　農業振興策について
　②　海外研修について
　③　県道人吉水上線について
　④　県議会議員選挙について
　⑤　町職員の管理について
３　林田　俊策　議員 (10 ページ )
　①　給食費について
　②　「火葬場問題」について
　③　ブルートレインたらぎの利用状況は
　④　特産品開発は
　⑤　民生委員の選出は
４　福島　典生　議員 (10 ページ )
　①　川辺川総合土地改良事業組合の組合長
　　　就任について
　②　政策実行への取り組みについて
　③　姉妹町交流事業について
　④　高齢化対策について
　⑤　伝統行事復活に対する取り組みについて
５　井上　光男　議員 (11 ページ )
　①　農業振興について
　②　林業について
　③　多良木高校存続運動、現在の状況は
６　久保田　悦子　議員 (12 ページ )
　①　職員の体制について
　②　長期計画について
　③　町長の政策提案について
　④　バイオマス構想について
　⑤　町民の皆さんからのご要望について
　⑥　国営川辺川利水事業について
７　山中　馨　議員 (12 ページ )
　①　公立多良木病院の負担金について
　②　九州農業白書について
　③　町職員の採用について

７人が町政を問う
［全ての質問事項］

現
在
の
高
校
再
編
整
備
計
画
の
状
況
は

特
色
あ
る
高
校
づ
く
り
へ

坂
口
幸
法
議
員

Ａ Ｑ

特
殊
免
許
を
球
磨
で

公
安
委
員
会
と
話
を

Ａ Ｑ質
問　

農
耕
用
大
型
特
殊

車
両
及
び
牽
引
免
許
を
人

吉
球
磨
の
自
動
車
学
校
で

取
得
出
来
る
よ
う
、
人
吉

球
磨
の
市
町
村
と
Ｊ
Ａ
と

共
同
で
熊
本
県
公
安
委
員

会
へ
要
望
は
出
来
な
い
か
。

ま
た
費
用
の
一
部
の
助
成

は
で
き
な
い
か
。

か
に
重
要
な
年
度
で
あ
る

か
は
明
白
な
事
実
で
あ
る

と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
こ

と
を
踏
ま
え
、
現
在
の
状

況
と
取
り
組
み
は
。

質
問　

県
教
育
委
員
会
は

今
年
１
月
に
「
県
立
高
等

学
校
再
編
整
備
等
中
期
実

施
計
画
」
を
決
定
し
ま
し

た
。
よ
っ
て
平
成
25
年
度

か
ら
始
ま
る
後
期
計
画
は

来
年
度
中
に
も
決
定
さ
れ

る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

す
な
わ
ち
、
今
年
度
が
い

自動車学校
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一
般
質
問

坂
本
一
郎
議
員

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
を

ア
ピ
ー
ル
し
な
が
ら
本
町

と
し
て
も
最
後
の
頑
張
り
、

熱
意
を
見
せ
る
大
事
な
年

度
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。

町
長　

現
在
、
人
吉
・
球

磨
管
内
か
ら
160
人
前
後
の

中
学
生
が
管
外
に
高
校
進

学
を
し
て
い
る
状
況
下
に

あ
る
な
か
、
人
吉
市
・
球

磨
郡
を
含
め
た
高
校
存
続

に
向
け
て
の
提
案
も
し
て

い
く
べ
き
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
れ
か
ら
は
特
色
あ
る
高

校
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て

い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

溝
口
教
育
長　

今
後
、
多

良
木
高
校
の
取
り
組
み
、

松
崎
農
林
課
長　

県
下
の

自
動
車
学
校
な
ど
で
は
、

農
耕
用
に
限
る
大
型
特
殊

免
許
や
牽
引
免
許
の
取
得

は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
県

立
農
大
で
農
耕
用
に
限
る

限
定
免
許
は
、
年
に
４
回

程
度
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
自
動
車
学
校
で
や

る
と
、
コ
ー
ス
や
教
習
用

ト
レ
ー
ラ
ー
等
の
購
入
費

な
ど
、
出
費
が
か
さ
み
、

営
業
的
に
非
常
に
厳
し
く

な
り
ま
す
。

町
長　

一
次
産
業
が
町
の

基
幹
産
業
で
す
の
で
、
免

許
の
振
興
に
対
し
支
援
を

し
て
い
く
の
は
大
事
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
需
用
が

あ
れ
ば
、
公
安
委
員
会
と

話
を
し
て
み
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

町
職
員
の
メ
ン
タ
ル
管
理
は

衛
生
委
員
会
で
対
応

Ａ Ｑ質
問　

職
員
の
安
全
と
健

康
の
確
保
・
快
適
な
職
場

環
境
の
形
成
を
促
進
す
る
。

こ
の
よ
う
な
目
的
を
も
っ

て
、
職
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
対
策
を
実
施
し
て
も

ら
い
た
い
と
思
う
が
。

岩
崎
総
務
課
長　

職
員
の

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
対
策

と
し
て
は
、
平
成
20
年
の

12
月
と
平
成
22
年
の
７
月

と
８
月
、
心
療
内
科
部
長

の
先
生
を
講
師
に
、
全
職

員
を
対
象
に
講
演
会
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
労
働
安

全
衛
生
法
の
規
定
に
基
づ

き
、
多
良
木
町
職
員
安
全

衛
生
管
理
規
定
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
中
で
衛
生
委
員

会
の
設
置
が
う
た
っ
て
あ

り
、
昨
年
度
か
ら
公
立
多

良
木
病
院
の
先
生
に
産
業

医
を
お
願
い
し
、
毎
年
開

催
し
て
い
ま
す
。
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
の
部
分
に
つ
い

て
は
、
非
常
に
微
妙
な
部

分
も
あ
る
が
、
積
極
的
な

部
分
で
対
応
し
て
い
き
た

い
。

軽い竹のテント

軽
く
て
丈
夫
な
竹
テ
ン
ト
を

業
者
の
方
に
情
報
提
供
を

Ａ Ｑ質
問　

農
林
業
の
活
性
化

及
び
ブ
ラ
ン
ド
化
の
一
環

と
し
て
、
組
み
立
て
、
解

体
簡
単
、
見
た
目
涼
し
げ
、

繁
茂
対
策
に
期
待
で
き
る

軽
く
て
丈
夫
な
竹
テ
ン
ト

の
開
発
に
取
り
組
む
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

松
崎
農
林
課
長　

本
町
に

は
、
竹
屋
さ
ん
が
一
軒
、

テ
ン
ト
屋
さ
ん
が
一
軒
ご

ざ
い
ま
す
。
こ
ち
ら
の
２

業
者
の
か
た
に
、
商
品
化

が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
竹

を
有
効
に
活
用
す
る

と
い
う
方
向
性
で
、

情
報
提
供
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

町
長　

竹
害
と
か
、

農
林
業
の
活
性
化
に

つ
な
が
る
と
思
い
ま

す
の
で
、
で
き
る
で

き
な
い
は
別
と
し
て

い
ろ
い
ろ
な
情
報
を

業
者
の
か
た
に
、
提

供
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
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一
般
質
問林

田
俊
策
議
員

火
葬
場
の
第
４
案
は

試
算
す
る
価
値
は
あ
る

Ａ Ｑ

ひ
と
つ
の
試
算
と
し
て
出

し
て
み
る
こ
と
は
、
今
後

の
長
年
利
用
し
て
い
く
施

設
で
す
の
で
、
検
討
す
る

価
値
は
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。

質
問　

改
築
工
事
、
新
築

工
事
、
あ
さ
ぎ
り
施
設
へ

の
移
行
と
現
在
３
つ
の
案

が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
新

築
工
事
で
の
設
計
段
階
で

は
立
派
で
大
き
な
待
合
室

が
あ
り
、
ま
た
駐
車
ス
ペ
ー

ス
も
大
き
い
。
本
町
で
の

待
合
室
設
備
の
利
用
環
境

を
考
え
て
そ
の
縮
小
と
駐

車
場
は
少
数
台
分
で
よ
い

第
４
案
と
も
い
う
べ
き
案

を
作
り
、
そ
れ
が
一
体
ど

の
く
ら
い
か
か
る
の
か
を

試
算
し
示
し
て
戴
け
れ
ば

と
思
う
が
。

町
長　

規
模
縮
小
で
こ
と

足
る
の
か
疑
問
と
し
て
残

る
部
分
も
あ
り
ま
す
が
研

修
視
察
を
終
え
て
、
そ
う

い
う
意
見
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、
そ
れ
は
当
然
試
算

を
し
て
み
る
価
値
は
あ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。
新
設

計
さ
れ
た
も
の
と
当
然
管

理
委
託
費
を
含
め
た
維
持

費
と
を
考
え
た
も
の
を
出

さ
な
い
と
正
確
な
数
字
は

出
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

ブ
ル
ト
レ
た
ら
ぎ
の
利
用
状
況
は

８
月
末
ま
で
に
１
千
246
名

Ａ Ｑ

質
問　

７
月
、
８
月
の
夏

休
み
が
あ
り
開
業
か
ら
ブ

ル
ー
ト
レ
イ
ン
の
利
用
状

況
は
い
い
結
果
を
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
期
間

政
策
決
定
の
前
に
は
ア
ン
ケ
ー
ト
を

慎
重
に
期
す

Ａ Ｑ

は
思
っ
て
い
ま
す
。
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
最
優
先
に

尊
重
す
る
と
い
う
の
で
あ

れ
ば
、
議
会
は
い
ら
な
い

と
も
思
っ
て
い
ま
す
。
私

の
認
識
と
し
て
は
皆
さ
ん

に
伝
え
ず
に
事
業
を
や
っ

た
こ
と
は
な
い
と
思
う

し
、
そ
れ
も
恣
意
的
に
や
っ

た
こ
と
は
ひ
と
つ
も
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
う

い
う
こ
と
で
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
実
施
に
は
慎
重
に

な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

質
問　

政
策
決
定
の
過
程

を
明
確
に
し
て
ほ
し
い
。

政
策
の
周
知
の
た
め
に
も

政
策
を
決
定
す
る
前
に
は

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

町
長　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

に
つ
い
て
は
、
情
報
が
偏
っ

た
り
、
そ
の
取
り
方
に
よ
っ

て
も
回
答
が
変
わ
っ
て
く

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
情

報
提
供
は
、
ど
こ
ま
で
、

ど
う
い
う
ふ
う
に
し
た
ら

町
民
の
皆
様
方
に
周
知
徹

底
で
き
る
の
か
と
い
う
こ

と
を
常
に
考
え
な
が
ら
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
う

い
う
意
味
か
ら
も
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
が
す
べ
て
と

い
う
こ
と
で
は
な
い
と
私

高
齢
化
の
福
祉
政
策
は

介
護
予
防
に
力
を

Ａ Ｑ質
問　

本
町
の
高
齢
化
の

現
状
は
。
老
老
介
護
、
ひ

と
り
暮
ら
し
の
お
年
寄
り

世
帯
へ
の
対
応
と
福
祉
政

策
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ま
れ
て
い
る
か
。

健康増進にグランドゴルフ

澤
村
健
康
保
険
課
長　

本

町
の
総
人
口
に
対
す
る
高

齢
化
率
は
、
10
年
前
が
26･

９
％
、
５
年
前
が
30
・
３
％
、

昨
年
度
が
32･

８
％
と
高

齢
化
は
確
実
に
進
ん
で
い

老巧化した火葬場
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９
月
の
本
日
現
在
ま
で
86

名
利
用
さ
れ
、
今
後
９
月

末
ま
で
の
予
定
が
155
名
と

い
う
こ
と
で
、
合
計
241
名

の
利
用
が
見
込
ま
れ
て
お

り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
モ
ニ
タ
ー
と
し

て
の
利
用
が
ご
ざ
い
ま
し

た
が
、
そ
の
人
数
が
391
名
、

そ
の
他
の
利
用
者
が
264
名

と
い
う
こ
と
で
、
７
月
が

655
名
の
利
用
と
な
っ
て
い

ま
す
。
８
月
の
利
用
は
、

一
般
の
方
の
み
で
591
名
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

福
島
典
生
議
員

ま
す
。
老
老
介
護
は
、
介

護
者
の
心
身
の
疲
労
に
よ

る
精
神
的
な
ダ
メ
ー
ジ
を

軽
減
す
る
た
め
に
、
訪
問

介
護
等
を
手
軽
に
受
け
ら

れ
、
そ
れ
に
対
応
で
き
る

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の

充
実
に
努
め
ま
す
。
ひ
と

り
暮
ら
し
世
帯
の
対
策
は
、

「
わ
た
し
の
命
の
リ
レ
ー
」

を
民
生
委
員
・
区
長
の
協

力
の
も
と
、
地
域
で
見
守
っ

一
般
質
問

井
上
光
男
議
員

小
麦
の
振
興
を

自
給
率
向
上
に
頑
張
っ
て
い
く

Ａ Ｑ質
問　

最
近
小
麦
の
値
段

が
上
が
っ
て
き
て
い
る
そ

う
で
す
。
外
国
の
事
情
で

値
段
を
左
右
さ
れ
な
い
よ

う
自
給
率
を
上
げ
る
施
策

は
で
き
な
い
か
。

松
崎
農
林
課
長　

日
本
が

今
小
麦
を
輸
入
し
て
い
る

国
は
、ア
メ
リ
カ
、カ
ナ
ダ
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
３
国

が
一
番
大
き
い
の
で
す
が
、

本
年
は
世
界
的
に
異
常
気

象
が
発
生
し
て
お
り
、
小

麦
の
価
格
が
上
が
っ
て
い

る
状
況
で
す
。
民
主
党
政

権
に
な
り
、
政
府
で
は
22

な
か
整
備
な
ど
に
力
を
注

げ
な
い
状
況
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
そ
う
い
う
い
ろ

ん
な
状
況
で
民
有
林
を
手

放
さ
れ
る
と
き
に
は
、
水

源
と
か
公
共
性
と
か
を
考

慮
に
い
れ
、
検
討
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。

宮ヶ野水源地周辺

民有林の購入を

水源や公共性を考慮Ａ

Ｑ

質
問　

林
業
家
も
後
継
者

不
足
の
時
代
に
な
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
が
、
仕
方
な
く
民

有
林
を
手
放
さ
れ
る
よ
う
な

時
に
は
山
林
は
水
の
源
で
あ

り
、
公
共
性
が
高
い
た
め
、

ぜ
ひ
町
の
方
で
対
応
し
購
入

で
き
な
い
か
。

町
長　

林
地
が
荒
れ
て
い

る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
ま
た

そ
の
整
備
が
で
き
て
い
な

い
と
こ
ろ
も
あ
る
と
思
い

ま
す
。
そ
の
原
因
と
い
う

の
は
、
や
は
り
木
材
の
需

用
、
ま
た
材
価
の
長
期
低

迷
と
い
う
こ
と
で
、
な
か

て
い
こ
う
と
い
う
事
業
を

昨
年
度
立
ち
上
げ
実
施
し

て
い
ま
す
。
福
祉
政
策
は
、

介
護
を
受
け
る
人
が
少
な

く
な
る
よ
う
介
護
予
防
に

力
を
入
れ
明
る
く
元
気
な

高
齢
者
が
多
い
町
づ
く
り

を
目
指
し
ま
す
。

を
終
え
８
月
31
日
ま
で
の

利
用
状
況
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

田
中
企
画
観
光
課
長　

７

月
か
ら
８
月
末
日
ま
で
の

利
用
者
総
数
は
延
べ
の
人

数
で
１
千
246
名
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
ち
な
み
に
７

月
の
15
日
ま
で
は
町
内
の

年
度
か
ら
戸
別
所
得
保
障

モ
デ
ル
事
業
が
始
ま
り
、

そ
の
中
で
自
給
率
向
上
対

策
事
業
と
い
う
、
自
給

率
を
50
％
ま
で
上
げ
る
取

り
組
み
が
始
ま
り
、
23
年

度
か
ら
本
格
実
施
さ
れ
ま

す
。
小
麦
に
つ
き
ま
し
て

も
交
付
金
が
10
ａ
当
た
り

３
万
５
千
円
が
交
付
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
国
の
施
策
の
も
と
行

政
そ
れ
か
ら
Ｊ
Ａ
と
協
力

を
し
な
が
ら
、
小
麦
の
自

給
率
向
上
に
努
め
ま
す
。
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一
般
質
問久

保
田
悦
子
議
員

実
施
計
画
は
長
期
的
見
通
し
が

改
築
を
機
に
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を

Ａ Ｑ

考
え
を
述
べ
、
皆
さ
ん
の

意
見
を
お
聞
き
し
な
が
ら

取
り
組
み
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

質
問　

町
長
が
政
策
を
提

案
す
る
際
に
は
、
提
案
に

至
る
経
緯
や
総
合
計
画
と

の
整
合
性
、
財
源
措
置
な

ど
を
明
ら
か
に
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
町

長
は
子
育
て
支
援
が
大
切

と
言
わ
れ
ま
す
が
、
22
年

か
ら
24
年
ま
で
の
実
施
計

画
に
は
、
学
童
保
育
や
子

育
て
支
援
の
拠
点
施
設
の

整
備
計
画
は
記
載
が
あ

り
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
、

600
万
円
の
多
良
木
小
学
校

改
築
記
念
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

製
作
は
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
長
期
的
な
見
通
し
が

な
い
ま
ま
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

作
り
を
優
先
さ
せ
る
の
は

問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

町
長　

こ
れ
か
ら
何
十
年

と
使
っ
て
い
く
小
学
校
で

す
の
で
、
改
築
を
機
に
何

か
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
必
要

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、

今
回
、
実
施
計
画
に
絵
画

の
製
作
を
提
案
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
今
後
、
12

月
議
会
に
向
け
て
、
私
の

中
三
ま
で
医
療
費
無
料
化
を

財
政
の
優
先
順
位
を
考
慮

Ａ Ｑ

質
問　

今
、
独
自
に
行
っ

て
い
る
「
町
民
ア
ン
ケ
ー

ト
」
に
中
学
３
年
生
ま
で

の
医
療
費
無
料
化
を
求
め

る
声
が
多
く
よ
せ
ら
れ
て

農
林
業
を
支
援
す
る
職
員
の
採
用
を

必
要
性
を
感
じ
て
い
る

Ａ Ｑ

績
が
目
に
見
え
て
い
な
い

の
が
現
実
で
あ
り
ま
す
。

農
林
業
に
関
し
ま
し
て
は
、

そ
う
言
う
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

的
な
人
材
の
確
保
を
今
後

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
農
林

業
だ
け
で
無
く
、
あ
ら
ゆ

る
方
面
で
そ
の
様
な
経
験

を
持
っ
た
方
を
さ
が
し
、

町
の
活
性
化
に
役
立
て
て

い
く
と
言
う
の
は
今
後
必

要
な
こ
と
と
思
っ
て
い
ま

す
。

質
問　

来
年
職
員
の
退
職

者
が
10
数
名
あ
る
よ
う
で
、

一
方
新
規
採
用
は
７
名
の

様
で
す
が
、
こ
の
ま
ま
で

は
職
員
は
不
足
す
る
の
で

は
。
こ
の
様
な
時
に
農
林

業
に
経
験
、
知
識
の
あ
る

人
材
、
た
と
え
ば
県
の
農

研
や
農
協
な
ど
で
農
林
業

の
指
導
や
営
農
相
談
の
で

き
る
人
材
を
新
規
採
用
と

は
別
枠
で
採
用
さ
れ
、
農

林
業
の
活
性
化
を
図
ら
れ

る
考
え
は
。

町
長　

私
自
身
も
そ
の
様

に
感
じ
て
お
り
ま
す
。
農

林
業
の
活
性
化
、
活
性
化

と
口
で
は
言
い
な
が
ら
実

農
業
へ
の
新
規
参
入
の
道
は

農
地
法
の
改
正
で
容
易
に
な
っ
た

Ａ Ｑ質
問　

今
年
の
農
業
白
書

に
よ
る
と
「
農
業
従
事
者

の
減
少
と
高
齢
化
が
進
む

中
、
農
業
に
新
規
参
入
す

る
企
業
や
非
農
家
出
身
者

に
着
目
。
こ
う
し
た
新
し

い
力
の
確
保
と
育
成
が
地

域
農
業
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
」
と
指
摘
し
て
あ
り

ま
す
。
町
も
企
業
な
ど
の

新
規
参
入
を
取
り
入
れ
る

べ
き
と
思
う
が
そ
の
様
な

時
、
農
地
法
は
ど
の
様
に

適
用
さ
れ
る
の
か
。

唐
鎌
農
業
委
員
会
事
務
局

長　

農
地
の
所
有
権
の
取

得
は
農
作
業
に
従
事
す
る

個
人
と
農
業
生
産
法
人
に

限
ら
れ
、
農
地
５
反
以
上

の
所
有
、
農
作
業
を
年
間

150
日
以
上
従
事
す
る
と
あ

り
ま
す
。
今
回
農
地
法
の

改
正
で
新
た
に
農
業
を
始

め
る
人
は
農
地
を
借
り
、

小
作
契
約
で
農
業
に
参
入

で
き
ま
す
。
そ
の
場
合
借

着々と工事が進む多良木小学校
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政
務
調
査

　

去
る
７
月
26
日
に
広
島
県
坂

町
・
27
日
岡
山
県
西
粟
倉
村
を
調

査
し
ま
し
た
。

　

坂
町
は
、
広
島
市
と
呉
市
の
間

に
位
置
し
、
面
積
は
約
16
平
方
キ

ロ
、
人
口
は
１
万
３
千
500
人
。

　

坂
地
区
住
宅
整
備
事
業
は
、
県

と
坂
町
が
連
携
し
て
、
県
営
住
宅

の
整
備
に
あ
わ
せ
て
、
坂
町
に
よ

る
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
及
び
保
育

園
・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
併

設
し
、
地
域
開
放
型
集
会
所
に
お

け
る
文
化
活
動
を
通
し
て
、
子
ど

も
や
子
育
て
に
や
さ
し
い
環
境
を

備
え
た
、
県
内
で
初
め
て
の
「
子

育
て
支
援
住
宅
団
地
」
を
整
備
し
、

次
世
代
育
成
支
援
対
策
の
推
進
を

図
っ
て
い
る
。

　

県
営
住
宅
の
一
期
と
二
期
は
Ｐ

Ｆ
Ｉ
事
業
手
法
に
よ
り
、
民
間
の

資
金
、
経
営
能
力
及
び
技
術
的
能

力
を
活
用
し
、
入
居
に
つ
い
て
は

５
年
間
の
期
限
で
、
５
歳
未
満
の

世
帯
を
対
象
と
し
て
い
る
点
が
特

徴
で
あ
り
、
建
設
前
に
は
住
宅
事

情
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
若
者

夫
婦
に
実
施
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▼
岡
山
県
・
西
粟
倉
村
は
、
人
口

千
600
人
、
面
積
は
約
58
キ
ロ
平
方

メ
ー
ト
ル
で
、
う
ち
森
林
が
約
55

キ
ロ
平
方
メ
ー
ト
ル
、
森
林
率
97

パ
ー
セ
ン
ト
の
村
で
あ
る
。

　
「
百
年
の
森
林
構
想
」
は
、
50

年
前
に
子
や
孫
の
た
め
に
と
、
木

を
植
え
た
人
々
の
想
い
を
大
切
に

し
て
、
あ
と
50
年
村
ぐ
る
み
で
森

厚
生
文
教
政
務
調
査
報
告

住
宅
の
近
く
に
保
育
園
・
集
会
所
を
集
約
（
坂
町
）
づ
く
り
へ
取
り
組
み
、「
上

質
な
田
舎
」
を
目
指
し
て
い

る
。

　
「
森
の
学
校
」
は
、
昨
年

10
月
に
設
立
さ
れ
た
会
社
組

織
で
、
西
粟
倉
村
住
民
・
役

場
・（
株
）
ト
ビ
ム
シ
が
株

主
と
な
り
、
旧
影
石
小
学
校

を
拠
点
と
し
て
、
生
態
系
を

回
復
さ
せ
る
よ
う
な
事
業
や

商
品
づ
く
り
に
挑
戦
す
る
村

民
の
サ
ポ
ー
ト
に
取
り
組
み
、

村
民
の
生
産
活
動
が
大
企
業

▲体育館内での家屋展示（西粟倉村）

町
、あ
さ
ぎ
り
町
、相
良
村
、

山
江
村
で
す
。
ま
た
、
費

用
を
試
算
す
る
と
、「
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
」

な
ど
、
年
に
よ
り
変
化
が

あ
り
ま
す
が
、
平
常
な
ら

１
千
万
円
、
流
行
が
あ
っ

た
場
合
は
倍
の
２
千
万
円

程
度
が
必
要
に
な
る
と
思

わ
れ
ま
す
。

町
長　

現
在
、
国
は
４
歳

ま
で
が
無
料
化
さ
れ
て
い

ま
す
。
小
学
６
年
生
ま
で

に
し
た
場
合
、
国
民
健
康

保
険
の
調
整
交
付
金
が
減

額
さ
れ
ま
す
。
財
政
の
優

先
順
位
な
ど
を
含
め
、
今

後
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

山
中　

馨
議
員

等
の
下
請
け
で
は
な
く
、
直
接
お

客
様
の
笑
顔
に
繋
が
っ
て
い
く
よ

う
に
す
る
こ
と
が
重
要
な
役
割
と

な
っ
て
い
る
。　
　
　
　
（
鍋
田
） 最新設備のハウスイチゴ

り
た
農
地
を
適
正
に
利
用

し
続
け
る
こ
と
、
法
人
の

場
合
は
１
人
以
上
業
務
執

行
役
員
が
農
業
に
常
時
従

事
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

　

農
業
委
員
会

も
、
企
業
や
非

農
家
の
新
規
参

入
を
推
進
す
る

た
め
町
と
も
歩

調
を
合
わ
せ
取

り
組
み
ま
す
。

い
ま
す
。
ぜ
ひ
実
現
し
て

く
だ
さ
い
。

澤
村
健
康
保
険
課
長　

中

学
３
年
生
ま
で
の
医
療
費

無
料
化
の
県
内
の
状
況

は
、
今
年
の
４
月
１
日
現

在
、
15
市
町
村
あ
り
、
郡

内
は
水
上
村
と
五
木
村
で

す
。
ま
た
小
学
６
年
生
ま

で
は
、
本
町
を
含
み
12
市

町
村
で
あ
り
、
郡
内
は
錦
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決算議会は事業仕分け !?

広
報
特
別
委
員
会
構
成

◎
鍋
田　

清
高　

 

坂
口　

幸
法

○
林
田　

俊
策　

 

山
中　
　

馨

　

恒
松　

春
喜　

 

福
島　

典
生

編
集
後
記

今度の９月の議会は
「決算議会」とも

言わるっとげなナー。

編
集
／
議
会
広
報
調
査
対
策
特
別
委
員
会　

平
成
22
年
10
月
28
日
発
行

発
行
／
多
良
木
町
議
会

〒
８
６
８―

０
５
９
５  

熊
本
県
球
磨
郡
多
良
木
町
多
良
木
１
６
４
８
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
９
６
６―

４
２―

６
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
９
６
６―

４
２―

２
２
９
３

豆ちしき

　

今
年
は
５
年
に
１
度
の
国
勢
調
査
の
年
で

す
。
調
査
は
人
口
、
世
帯
等
の
状
況
を
明
ら
か

に
す
る
た
め
に
行
わ
れ
、
国
の
施
策
の
基
礎
資

料
と
し
て
用
い
ら
れ
、
幅
広
い
分
野
で
利
用
さ

れ
ま
す
。
我
が
国
が
人
口
減
少
社
会
を
迎
え
て

最
初
の
調
査
で
、
わ
が
国
が
直
面
し
て
い
る
課

題
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
統
計
デ
ー
タ
を
提

出
す
る
も
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
調
査
と
い
え
ば
こ
の
頃
話
題
に

な
っ
て
い
る
戸
籍
か
ら
消
え
て
い
な
い
高
齢
者

は
我
が
多
良
木
町
に
何
人
い
る
の
か
、
興
味
が

あ
る
人
が
い
ま
せ
ん
か
。
本
町
の
最
高
齢
者
は

明
治
９
年
生
ま
れ
の
134
歳
で
、
100
歳
以
上
の
方

は
59
名
。
そ
の
う
ち
生
存
が
確
認
さ
れ
て
多
良

木
町
に
住
所
が
あ
る
方
は
男
女
あ
わ
せ
６
名
の

方
で
す
。
他
の
市
町
村
や
存
在
が
確
認
さ
れ

て
い
な
い
方
は
53
名
と
な
り
ま
す
。
マ
ス
コ
ミ

は
「
行
政
の
怠
慢
」
と
報
道
し
て
い
ま
す
が
、

説
明
を
聞
く
と
一
概
に
そ
う
と
は
言
え
な
い
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
現
在
の
法
律
ど

お
り
に
や
っ
て
行
く
と
、
こ
う
い
う
こ
と
に
な

ら
ざ
る
を
得
な
い
と
感
じ
ま
す
。
届
出
が
基
本

で
あ
れ
ば
勝
手
に
人
の
戸
籍
を
抹
消
で
き
な
い

し
、
生
存
確
認
の
出
来
な
い
移
民
者
、
ま
た
そ

の
子
孫
の
国
籍
問
題
等
ま
だ
ま
だ
法
整
備
が
必

要
に
な
る
で
し
ょ
う
。
今
回
の
国
勢
調
査
時
に

こ
の
事
も
大
い
に
国
民
的
論
議
が
必
要
だ
と
思

い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
林
田
）

豆ちしきのご要望は事務局へ

多良男

球磨雄

県
操
法
競
技
大
会

そいで今年はどぎゃんじゃったと。

へー、ふとかんナー。
もーちょっと詳しく聞こうごたるばってん、

一回使こうてしもうたとば議会に又
かけんばんとナ。

じゃんナー、
そぎゃんしてもらわんば

次の予算ば組む時の参考にもなっし、
今はやりの「事業仕分け」のごたる

ことも出来るもんナー。 じゃっとタイ。町の予算が
どぎゃん大切かがわかっど、最後まで

ぴしっとチェックせんばんとタイ。

何につこうたとかは「議会だより」に書いてあっで読んでんない。
そいから議会が認めた予算が正しゅう使われとっとか、

多良木町の為に本当になっとっとかば検証せんばいかんとタイ。
そっで「成果報告書」も執行部は提出すっとバイ。

じゃったい、３月までの分ば５月までの
出納閉鎖までの期間に支払いば済ませたとば
町の監査委員に出して、そいが済んでから

議会に掛けて認定してもらうとタイ。

収入は特別会計ともに全部で
１００億２, ４００万円ばかいあったとバイ。

一般会計だけなら５億円以上あがって６６億円チョイ
あってナ、支出は６２億２千万円バイ。

せいれつー・休め （1分団3部）

―
 

お
詫
び ―

　

前
号
６
月
号
（
79
号
）
の
陳
情
提
出
者
の

氏
名
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
橋
永
さ
ん
を

橋
口
さ
ん
と
掲
載
し
て
お
り
ま
し
た
。
訂
正

し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。


